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令和３年度 第３回三重県特定（産業別）最低賃金専門部会議事録 

（ ガラス・同製品製造業 ） 

 

１ 開催日時 令和３年 10 月 12 日（火） ９時 50 分～12 時 00 分  

 

２ 開催場所 津市島崎町 327－２ 津第二地方合同庁舎 地下共用会議室 

 

３ 出席委員 

  公 益 代 表  恒岡 純子   前田 茂樹   三好 正人 

  労働者代表   伊藤 文隆   刀根 隆洋   中村  敬      

  使用者代表    別所 浩己     村里 充利 

   

４ 議題 

（１）金額検討について 

  

 

５ 開  会 

（賃金係）  

定刻より少し早いですが、只今から令和３年度第３回三重県ガラス・同

製品製造業最低賃金専門部会を開催させて頂きます。 

本日の委員の出席状況でございますが、使用者側の大槻委員より事前に

欠席のご連絡をいただいております。 

従いまして、この部会は、最低賃金審議会令第６条第６項の定足数を満

たし、有効に成立しておりますことを、ご報告させていただきます。 

これより議事に入りますが、議事進行につきまして部会長よろしくお願

いいたします。 

 

６ 議  事 

(1) 金額検討について 

（部会長）  

おはようございます。 

（ 皆 ）  

おはようございます。 

（部会長）  

今日もどうぞよろしくお願いいたします。お忙しい中をお集まりいただ
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きましてありがとうございます。 

前回は、時間が限られておりましたので、十分なご審議もしていただけ

なかったのではないかと思います。実質の第１回ということで双方のお考

えを聞かせいただくにとどまりました。 

本日は第３回目の専門部会ということで、金額審議をできるだけ進めて

いただいて、是非とも結論を出していただきたいと思っております。 

私ども公益の方も結論に導けるよう努力いたしますが、労・使の皆様の

それぞれご努力を節にお願い申し上げるものでございます。 

なお、この後、もう１回、予備日として、19 日（火）の午前 10 時 00 分

を確保しておりますが、その日は予備日と考えておりますので、できまし

たら、何とか、本日この回で終わる形にしていただきたいと思っておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

それでは、議事に入ります前に、運営規程第８条に基づきまして本日の

議事録署名人を指名させていただきます。 

労側 伊藤委員 

使側 別所委員 

よろしくお願いいたします。 

（部会長）  

それでは、一旦、休会といたします。 

労・使それぞれに分かれていただき、金額検討をお願いしたいと思いま

す。その前に、ご意見、事務局への質問等、全体の場でお話になりたいこ

とがございましたら。 

よろしいでしょうか。 

それでは、事務局の方で、ご案内をお願いいたします。 

 

― 労使個別協議会場へ ― 

 

 

― 全体会議場へ集合 ― 

 

（部会長）  

お疲れ様でした。今日はありがとうございます。シャンシャンといけば

よかったのですが、申し訳ございませんが本日は、双方に分かれていただ

き金額の検討をしていただきましたが、914 から 925 のレンジの間という

ところまで詰めていただいてありがとうございます。ただ、公益側も至り

ませんで詰めきれておりませんので、また来週 19 日（火）の午前 10 時 00

分からになりますが、改めて最終の会議とさせていただきたいと思います。

労使双方の皆様に一層の歩み寄りを次回お願いしたいと思いますので、こ
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の今日のレンジをいかにして埋めて詰めていただけるか、またお知恵を拝

借させていただければと思います。 

次回の会場は、本日と同じ地下共用会議室でございます。よろしくご参

集の程よろしくお願いいたします。 

それでは、本日はこれにて終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

 （ 皆 ）  

ありがとうございました。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


